
「Civil 3D」で属性を付ける

「Civil 3D」で作成したモデルに、 「Civil 3D」の

アドインツールで直接属性（テキスト、外部参照、図

面、画像等）が付与できます。

Civil 3D 属性付与ツール

ARK CIVIL

イノベーション事業部

「ARK CIVIL」 Civil3Dに一括自動で

属性を付与する新しい製品のご紹介



会社概要

社名 株式会社コンピュータシステム研究所

仙台本社 仙台市青葉区北根黒松14番15号

東京本社 東京都新宿区四谷三栄町6番1号

設立 昭和61年6月3日

資本金 2億2,625万円

従業員 489名

業務内容 土木・建築 事業関連のコンピュータソフトウェア開発・販売・メンテナンス

各種マネジメントコンサルティング

建設業向け教育サービス

3Ｄ画像解析ソリューション・ソフトウェアおよび周辺機器の開発・販売

2
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① の紹介



① ARK CIVILの紹介

Civil 3D で属性情報を自動で付与するツールを開発

5

PC床版の属性付与例



① ARK CIVILの紹介

ツールの内容

6

DWGファイル内に属性情報が格納

属性情報を記載した
EXCELファイル

Civil 3D

専用コマンドで
属性情報を取り込み

IFCファイル

DWGに直接属性情報を付与する
ことで、属性情報が付与された
IFCファイルに書き出し可能

①

②

③



① ARK CIVILの紹介

開発したキッカケ

7

• 長大な土木構造物に対し、部材毎に属性情報を付与する必要がある。

• 部材数や属性情報の項目も多いため、付与する属性情報は膨大な数になる。

• 手動での属性付与は時間がかかるため、自動で可能になるツールが必要になる。



① ARK CIVILの紹介

属性情報が付与できるAutodesk製品の留意点

8

Revit

Navisworks

• 土木線形に関連するモデリングが難しい

• 広く使用されているAutoCADと比べ操作方法が異なる

• 納品時に必要なIFCファイルに出力ができない



① ARK CIVILの紹介

ツール開発の経緯

9

情報を記入しやすい

使用頻度が多い

納品ファイルに対応している

線形などの土木構造物のモデリング
が可能であるCivil3Dで開発



① ARK CIVILの紹介

CIM / i-Construction トレーニング教材

10

出典 http://bim-design.com/



① ARK CIVILの紹介

AECコレクション製品での属性情報付与方法

11

出典 AECコレクション製品での属性情報付与方法



① ARK CIVILの紹介

AECコレクション製品での属性情報付与方法

12

出典 AECコレクション製品での属性情報付与方法

「プロパティ セット」を使用した属性情報の付与方法が記載されています。



① ARK CIVILの紹介

属性情報の付与方法 1

13

Civil 3D の「管理」にある「プロパティ セットを定義」を使用します。

初期状態では空の状態。



① ARK CIVILの紹介

属性情報の付与方法 2

14

①
②

③



① ARK CIVILの紹介

属性情報の付与方法 3

15

①
②

③

拡張データ



① ARK CIVILの紹介

ツールの内容

16

IFCファイル

DWGに直接属性情報を付与する
ことで、属性情報が付与された
IFCファイルに書き出し可能

属性情報を記載した
EXCELファイルを用意

①

Civil 3D

EXCELの入力情報から自動で
「プロパティセット」を作成し、
属性情報を入力

②

③



② の操作方法



② 操作方法

18

ARK CIVILをインストールし、専用のコマンドを使用します。

※現在、製品版として開発中
専用コマンド



② 操作方法

19

属性情報が記載されたExcelを読みこんで自動で付与

※現在、製品版として開発中

ARK CIVILでは、CADの画層名を認識し
自動でモデルに属性情報を付与する仕組み



② 操作方法

20

属性情報を記入したExcelを用意

○○属性情報.xlsx

属性情報の項目をシートごとに作成

Excelには属性情報の組合せパターンを入力します。

例：セメント生産者が１０社の為、１０パターンの属性情報を準備



コントロールファイルの作成・修正

② 操作方法

21

①コントロールファイルを新規作成
〇〇工事_属性情報コントロール.xlsx

②作成した属性情報を追加

④対象のCADの画層と
対象オブジェクトを設定

例：
RCセグメントの画層名
NARC0001 NARC0002 NARC0003 ・・・

NARC0*

③各属性情報のデータタイプ
を数値や文字などに設定、外
部参照先の設定



コントロールファイルの作成・修正

② 操作方法

22

キーリスト テンプレート作成を実行します。

CADの画層名、作成した属性情報の項目を読み取って
自動でExcelファイルを作成します。

キーリスト テンプレート



コントロールファイルの作成・修正

② 操作方法

23

キーリスト テンプレートに各画層に対応する属性情報の項目ごとのIDを入力します。

キーリスト テンプレート

属性情報



② 操作方法

24

プロパティ定義の作成・属性付与

作成したコントロールファイルとキーリストテンプレートを読み込んで属性情報を付与します。

属性情報付与中



② 操作方法

25

属性付与

拡張データにExcelで設定した
属性情報が作成されました。



属性を付与するモデルを開きます

② 操作方法

26

[作成・修正]をクリック

「コントロールファイルの作成・修正」
ダイアログが表示されます



コントロールファイルの作成

② 操作方法

27

①
[新規作成]をクリック

②
コントロールファイル名を入力し
[OK]をクリック

①

②



属性情報の追加

② 操作方法

①
[追加]をクリック

②
作成した属性情報のEXCEL
ファイルを追加します

①

②



属性情報の設定

② 操作方法

29

①
追加した「階層１.xlsx」を選択

②
グループ名に「階層１」と入力

③
[設定・変更]をクリック

①

②

③



属性情報の設定

② 操作方法

30

①
モデルと紐づく「キーフラグ」
となる属性情報を選択

②
属性情報のデータタイプを選択

③
[OK]をクリック

④
プロパティセット定義ファイルの
出力が完了
[OK]をクリック

①

②

③

④



属性情報の設定

② 操作方法

31

①
「条件の確認・変更」をクリック

①



属性情報の設定

② 操作方法

32

①
画層名を入力し、選択

②
オブジェクトタイプにチェック

③
[OK]をクリック

④
属性付与条件ファイルの
出力が完了
[OK]をクリック

①
②

③
④



属性情報の設定

② 操作方法

33

同様の作業を階層２～４で繰り返します。

階層２ 階層3 階層4



属性情報の設定

② 操作方法

34

①
[キーリストテンプレート作成]
をクリック

②
キーリストテンプレートファイル
が出力
[OK]をクリック

① ②



属性情報の設定

② 操作方法

35

①
[保存して終了]
をクリック

②
コントロールファイル
が出力
[OK]をクリック

①
②



キーリストテンプレートの設定

② 操作方法

36

キーリストテンプレートがモデルと
同じ場所に作成されます



キーリストテンプレートの設定

② 操作方法

37

右の列に画層に紐付けるIDを入力します。
今回のモデルは画層名をIDにしているので
左の列の画層名をコピーします。

ID



属性情報の付与

② 操作方法

38

出力したコントロールファイルのエクセルと
画層とIDを紐付けたキーリストテンプレート
を読み込みます。



属性情報の付与

② 操作方法

39

属性情報が自動で付与されます。



属性情報の付与

② 操作方法

40

属性情報が自動で付与されました。



属性情報の削除

② 操作方法

41

[属性情報]をクリック

属性情報を自動で付与するときに必要な
属性情報「キーリスト」を削除します。



属性情報の付与

② 操作方法

42



実際に属性情報を橋脚モデル（詳細度300）４基へ付与

43

※事前に属性付与内容はEXCELなどに検討・収集済みの状況で入力を開始

1. Civil3Dの標準機能で付与

2. ARK CIVILで付与

プロパティセットの作成

（10分）

モデル毎の
プロパティセット
の適用

（5分）
モデル毎の属性情報の入力

（65分）
８０分

属性情報の入力
（EXCEL）

（5分）

モデルへの
属性付与

（5分） １０分



③ の活用方法



③ 活用方法

45

Civil 3Dの「IFC書き出し機能」を使用し、属性情報が付与されたIFCファイルを書
き出すことが可能に

IFCファイル

現状のCIMモデルの納品には、DWG等のオリジナルファイルと
IFCファイルが必要である。
DWGに直接属性情報を付与することにより、別のソフトで属性
情報を付与し、IFCファイルに書き出すなどの作業が不要になる。

IFCファイルの書き出し機能



③ 活用方法

46

属性付与ツールがインストールされていないCivil 3Dでも

属性情報の確認、修正が可能

※ Civil 3Dの拡張データの機能を

使用しているためAutoCADなど

Civil 3D、Map 3D以外のソフト

では属性情報は表示されません。



Navisworksのアドオンツールを用意

モデルや属性情報の確認、属性情報の可能に

③ 活用方法

47

モデル数が多い場合、Civil 3Dでは動

作が重くなり、操作しづらい状況になる

ため、別途Navisworksでも属性情報

の確認、修正が行えるツールを開発。

Civil 3Dの拡張データ確認ダイアログ

からモデル、属性情報の確認が行えます。



③ 活用方法

48

主な機能①（Navisworksアドオン）
オブジェクトの確認： 現在の視点を変えずに選択オブジェクト以外を半透明表示



③ 活用方法

49

主な機能②（Navisworksアドオン）
複数の外部参照先の追加： １つのモデルに対し、複数の外部参照先を設定が可能



③ 活用方法

50

主な機能③（Navisworksアドオン）
属性情報の見える化： 属性情報を分析しカラーインデックス表示

数値データの属性情報では「しきい値」を設定することで
自動でモデルに該当するカラーを割り当てることが可能



③ 活用方法

51

主な機能④（Navisworksアドオン）
複数のモデルの属性情報の確認： 複数のモデルの属性情報を同時に表示



④ の製品概要



④ 製品概要

53

Civil 3D + Navisworks のアドオンツールとして提供

 対応バージョン

2020,２０２１ （販売開始時）

１１月末のアップデート時に2019,2022に対応

 販売価格

294,000円（税抜） （年間）

 ライセンス形態

サブスクリプション

シングルライセンス



④ 製品概要

54

今後のアップデート内容 （予定）

１１月末のアップデート

 Civil 3Dの自動プロパティ定義に対応

オブジェクトID／オブジェクトタイプ／ハンドル／レイヤ／色

 ARK CIVILで設定した外部参照をNavisworksのリンク機能へ対応

11月末以降のアップデート

 Civil 3Dの自動プロパティ定義に対応

面積／長さ／体積

 オブジェクトタイプの追加

ポリライン、3Dポリライン、点



55

④ 製品概要



問い合わせ：担当 竹島 Shingo.Takeshima@Otsuka-shokai.co.jp
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